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 12月18日(水）に本校体育館において卒業研究

発表会が行われました。青総では３年次に卒業研
究として1万字程度の卒業研究を書いて卒業しま

す。２年次からテーマを決め、調査研究・実験･ア
ンケート等テーマに合った方法で研究を進めます。
その中から９テーマ10名の発表を全校で聞きまし

た。わかりやすく話す方法について心理的な部分
にまで踏み込んで調査したもの、沢井のゆずの商
品化についていくつかの試作品を作って考えたも 

 12月14日（土）、東京都の10校の総合学科高校

が東京都教職員研修センターに集まり、総合学科
ならではの学びの成果を発表する会が実施され
ました。本校からは２年次の清原志歩さんが学校
紹介を、３年次の野崎尚哉さんが「肥料が作物に
もたらす影響とは」というタイトルで卒業研究を発
表しました。青総の畑を使って長期間にわたり栽
培実験を行い、結果をもとに出した考察を堂々と
発表することができました。 

の、鬼の角について時代的地理的に踏み込んだもの、大根を育て肥料の影響を実験したもの等自分の
興味関心を追究した力作ぞろいでした。今年度は、吹上中学校の田中校長先生をお招きし、発表者一
人一人への丁寧なメッセージカードと、青総を支えてくださる多くの人の協力によって卒業研究が仕上げ
られていること、学ぶ環境と学びを深めることへの心構え等、温かくも示唆に富んだ講評をいただきまし
た。年を重ねるごとに、卒業研究への取り組みも深められているように感じます。来年はどのようなテー
マが出てくるか、楽しみです。 

総合学科成果発表会 総合学科フェスタ 

 12月21日(土）神奈川県の「総合学科フェスタ
2019」が行われ、青総は東京都代表として、参

加しました。総合学科では、卒業研究のように
考えて追究していく活動はもちろん、それをわ
かりやすく伝えるプレゼンテーションや、話し合
いの方法についても、計画的・実践的に学ん
でいきます。堂々とした発表にお褒めの言葉を
いただき「審査員特別賞」を受賞しました。 

都立高校防災サミット＆合同防災キャンプ報告会 
 12月21日(土）東京都教育委員会主催「都立高校防災サミット」が行われました。都立高校では、年に4回の

避難訓練や、地域の皆さまにもご協力いただいている宿泊防災訓練等により、日ごろから防災への意識を高
めています。東日本大震災の被災地で学び、防災士の資格取得を目指す「防災キャンプ」も実施しています。
今回の防災サミットでは、今年8月の防災キャンプに参加した本校の１・２年生3名が、被災地である福島の今
を見て学んだことや防災士の資格取得で考えたことなどを、約400名以上の参加者に向けて代表して発表し

ました。また、「自分の緊急スイッチはいつ入れる？」といったグループワークに都立高校各校代表の生徒約
250名が取り組み、問題意識をもって日常生活を送る大切さなどを、自分たちにできる防災を考えました。 

 また、「東京マイ・タイムライン」の紹介もあり、その活用についても考えました。皆さんも一度「東京マイ・タイ
ムライン」にアクセスしてみてください。 
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